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の
ご
案
内

市
政
懇
談

５
月
２８
日（
日
）１４
時
か
ら
１６
時

鴻
巣
中
央
公
民
館
　
研
修
室

日
本
共
産
党
市
議
団

臨
時
議
会
が
流
会

物
価
高
騰
に
追
い
つ
か

な
い
︱
賃
金
、
年
金

物
価
高
騰
の
中
で
、

国
保
税
最
高
限
度
額
を

２
万
円
も
ア
ッ
プ

［
追
加
］

　
こ
ん
に
ち
は
ニ
ュ
ー
ス

№
２
２
２
で
お
知
ら
せ
し

た
会
派
構
成
で
、
矢
島
洋

文
議
員
の
空
白
の
部
分

は
、
無
所
属
の
会
に
な
り

ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
「
学
校
給
食
費
の
無
償

化
を
求
め
る
署
名
」「
安

心
で
き
る
介
護
保
険
制
度

を
求
め
る
署
名
」
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ

郵
送
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

も
い
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
５
月
１８
日
・
１９
日
に
開

会
さ
れ
た
臨
時
議
会
は
、

議
長
を
決
め
る
く
じ
引
き

を
巡
り
議
事
が
止
ま
り
、

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
２４
年
間
の
議
員
生
活
の

中
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
臨
時
議
会
は
、
５
月
２５

日
・
２６
日
に
再
度
開
会
予

定
で
す
。

　
全
労
連
・
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
の
集
計
で
は
、

今
年
の
賃
上
げ
は
平
均
６

３
２
２
円（
２・１８
％
）。非

正
規
雇
用
で
は
、
時
給
の

単
純
平
均
で
３０・
１
円（
２

・９６
％
）プ
ラ
ス
と
な
っ
た

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
金
受
給
者
で
６８
歳
以

上
の
方
は
、
４
月
分
か
ら

１
・
９
％　
６７
歳
以
下
の

方
は
２
・
２
％
プ
ラ
ス
に

な
り
ま
す
。
昨
年
度
の
物

価
上
昇
率
は
、
３
・
０
％

で
す
か
ら
物
価
高
騰
分
に

追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
５
月
か
ら
清

涼
飲
料
水
が
値
上
げ
に
、

６
月
か
ら
は
家
庭
用
電
気

料
金
の
値
上
げ
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
天
井
知
ら
ず
の
物
価
高

騰
で
も
、
何
の
手
立
て
も

と
ら
な
い
岸
田
自
公
政

権
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
支

持
率
が
上
が
っ
て
い
る
こ

と
は
不
思
議
で
す
。

　
今
年
度
よ
り
市
の
国
民

健
康
保
険
税
は
、
均
等
割

り
を
１
人
２
万
円
か
ら
２

万
７
０
０
０
円
に
、
介
護

納
付
金
課
税
額
（
４０
歳
以

上
６４
歳
ま
で
の
方
が
納

付
）
の
所
得
割
を
２
・
０

％
か
ら
２
・
２
％
に
値
上

げ
し
ま
し
た
。
１
世
帯
当

た
り
平
均
７
０
０
０
円
負

担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
臨
時
議
会

に
は
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
の
最
高
限
度
額
を
、
２０

万
円
か
ら
２２
万
円
に
す
る

議
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
市
の
国
保

税
の
最
高
限
度
額
は
１
０

４
万
円
に
な
り
ま
す
。
所

得
の
１１
％
も
国
保
税
と
し

て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
本
来
国
が
１
兆
円
補

助
す
れ
ば
、
国
保
税
の
値

上
げ
は
し
な
く
て
す
み
ま

す
。

　
「
軍
事
費
増
や
す
よ

り
、
く
ら
し
に
ま
わ
せ

！
」
粘
り
強
く
声
を
上
げ

続
け
ま
し
ょ
う
！

お誘い合わせ
て

ご参加くださ
い

皆さんのご意見・ご要望を
お気軽にお寄せください。

◆
◆
◆

◆
◆
◆

▶
×
▶
×
▶



１
、
Ｇ
７
首
脳
は
、
１９
日
、「
核

軍
縮
に
関
す
る
Ｇ
７
首
脳
広
島
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
出
し
た
。
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
は
、
開
催
地
が
広

島
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内

外
か
ら
核
兵
器
廃
絶
へ
の

前
向
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

期
待
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ

た
が
、「
広
島
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
そ
れ
を
真
っ
向
か

ら
裏
切
る
も
の
と
な
っ

た
。

１
、「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
を
言
葉
で
は

の
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
究
極

の
目
標
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
永

久
に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
重
大
な
こ
と
は
、
核
兵

器
は
「
侵
略
を
抑
止
し
、
戦
争
と

威
圧
を
防
止
す
る
」
と
、「
核
抑

止
力
」
論
を
公
然
と
宣
言
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。「
核
抑
止
力
」

論
は
、
い
ざ
と
い
う
時
は
、
核
兵

器
を
使
用
し
、
広
島
・
長
崎
の
よ

う
な
非
人
道
的
惨
禍
を
引
き
起
こ

す
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
議
論
で

あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
を
被
爆
地

か
ら
発
信
し
た
こ
と
は
、
被
爆
者

と
被
爆
地
を
愚ぐ

弄ろ
う

す
る
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
許
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

１
、「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
広

島
・
長
崎
が
「
非
人
間
的
な
苦

難
」
を
経
験
し
た
と
い
う
歴
史
的

事
実
に
は
触
れ
て
い
る
が
、
核
兵

器
そ
の
も
の
が
非
人
道
的
な
兵
器

で
あ
る
と
い
う
批
判
や
告
発
は
一

言
も
の
べ
て
い
な
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
第

６
条
に
も
と
づ
く
、「
自
国
核
兵

器
の
完
全
廃
絶
へ
の
明
確
な
約

束
」（
２
０
０
０
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
の
最
終
文
書
）
な
ど
、

核
兵
器
国
の
核
廃
絶
へ
の
義
務
を

果
た
す
こ
と
に
つ
い
て
も
、
一
言

も
の
べ
て
い
な
い
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
、

一
言
の
言
及
も
な
い
。
９０
を
超
え

る
諸
国
が
署
名
し
て
い
る
こ
の
国

際
条
約
が
、
あ
た
か
も
世
界
に
存

在
し
な
い
か
の
よ
う
な
態
度
を
と

っ
て
い
る
。

　
首
脳
ら
は
、
原
爆
資
料
館
で
何

を
見
た
の
か
。

　
被
爆
地
か
ら
核
兵
器
に
固
執
す

る
宣
言
を
行
っ
た
こ
と
は
、
恥

ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

１
、
こ
う
し
た
恥
ず
べ
き
宣
言

を
発
表
し
た
議
長
国
・
日
本
の

岸
田
首
相
の
責
任
が
、
厳
し
く

問
わ
れ
る
。
被
爆
者
を
は
じ
め

市
民
社
会
、
世
界
の
多
く
の
各

国
政
府
が
求
め
て
い
る
の
は
、

サ
ミ
ッ
ト
に
招
待
さ
れ
て
い
る

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ジ
ョ
コ
大
統
領
が
の
べ
た

よ
う
に
「
核
兵
器
の
破
壊
」
＝
核

兵
器
の
禁
止
・
廃
絶
で
あ
る
。

　
日
本
政
府
に
、「
核
抑
止
力
」論

と
決
別
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
「
核
軍
縮
に
関
す
る
Ｇ
７
首
脳
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
受

け
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
２０
日
、
次
の
談

話
を
発
表
し
ま
し
た
。

被
爆
地
か
ら
核
に
固
執
す
る

宣
言
は
許
し
が
た
い

志
位
委
員
長
が
談
話


